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第１６６号 広 報 い し い （２）平成２４年５月１５日

●
平
成
　
年
度
石
井
町
一
般
会
計

２４

予
算
　
予
算
の
総
額
　
億
８
 ９
０
０
万
円

７５

●
平
成
　
年
度
石
井
町
国
民
健
康

２４

保
険
特
別
会
計
予
算

　
予
算
の
総
額

　
億
１
 ６
４
１
万
１
千
円

２９

●
平
成
　
年
度
石
井
町
住
宅
新
築

２４

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

　
予
算
の
総
額５

７
８
万
２
千
円

●
平
成
　
年
度
石
井
町
給
与
集
中

２４

管
理
特
別
会
計
予
算

　
予
算
の
総
額
　
億
７
 ２
５
７
万
円

１２

●
平
成
　
年
度
石
井
町
後
期
高
齢

２４

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
予
算
の
総
額

２
億
９
 ９
４
１
万
７
千
円

●
平
成
　
年
度
石
井
町
介
護
保
険

２４

，

，

，

，

特
別
会
計
予
算

　
予
算
の
総
額
　
億
３
 ９
９
０
万
円

２２

●
平
成
　
年
度
石
井
町
水
道
事
業

２４

会
計
予
算

　
収
益
的
収
支

収
益
 　
 ５
億
７
５
９
万
２
千
円

事
業
費
　
４
億
１
 ７
０
２
万
７
千
円

　
資
本
的
収
支

収
入
 　
　
　
　
 １
 
８
１
０
万
円

支
出
　
１
億
７
 ９
６
７
万
１
千
円

　
資
本
的
収
支
の
差
引
不
足
額
１

億
６
 １
５
７
万
１
千
円
は
、
当

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

６
 ７
７
２
万
５
千
円
及
び
減
債

積
立
金
９
 ３
８
４
万
６
千
円
で

補
て
ん
し
ま
す
。

●
平
成
　
年
度
石
井
町
一
般
会
計

２３

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
補
正
額

５
億
２
 ４
６
５
万
円

　
予
算
の
総
額

　
億
７
 ５
７
９
万
２
千
円

８６

●
平
成

年
度
石
井
町
国
民
健

２３

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
補
正
額

５
 ９
２
１
万
３
千
円

　
予
算
の
総
額

　
億
２
 ０
４
１
万
９
千
円

３０

●
平
成
　
年
度
石
井
町
住
宅
新
築

２３

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
） ，

，，
，

，
，

，

，

，，，

　
補
正
額

１
３
７
万
３
千
円

　
予
算
の
総
額

８
８
７
万
円

●
平
成
　
年
度
石
井
町
給
与
集
中

２３

管
理
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
　
補
正
額

８
２
１
万
８
千
円

　
予
算
の
総
額

　
億
２
 ８
９
８
万
９
千
円

１２

●
平
成
　
年
度
石
井
町
後
期
高
齢

２３

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

　
補
正
額

△
７
６
４
万
６
千
円

　
予
算
の
総
額

２
億
６
 ５
８
３
万
２
千
円

●
平
成
　
年
度
石
井
町
介
護
保
険

２３

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
補
正
額△

２
 １
４
９
万
５
千
円

　
予
算
の
総
額

　
億
２
 ３
１
３
万
５
千
円

２３

●
石
井
町
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ

ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
地
域
防
災
体
制
の
確
立
及
び
地

域
交
流
推
進
を
目
的
と
し
、
石
井

町
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

●
石
井
町
立
小
学
校
及
び
中
学
校

，，，，

の
体
育
施
設
開
放
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
町
民
の
体
力
及
び
健
康
の
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
石
井
町
立
小

学
校
及
び
中
学
校
の
体
育
施
設
を

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で

町
民
に
開
放
す
る
た
め
、
本
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
課
及
び
室
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
行
政
改
革
の
一
環
で
あ
る
課
の

再
編
に
よ
る
課
名
変
更
等
に
伴

い
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
監
査
委
員
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
　
現
金
出
納
の
検
査
日
等
を
変
更

す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま

し
た
。

●
石
井
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　「
特
例
損
失
金
額
」
か
ら
「
損
失

対
象
金
額
」
に
語
句
を
改
め
る
な

ど
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　
保
険
給
付
費
増
加
へ
の
対
応
と

し
て
、
所
得
割
、
資
産
割
の
税
率

を
引
き
上
げ
、
被
保
険
者
均
等

割
、
世
帯
平
等
割
を
増
額
し
て
、

安
定
し
た
保
険
給
付
を
行
う
た

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
公
営
住
宅
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に

伴
い
、本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
小
集
落
地
区
改
良
住
宅

設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
公
営
住
宅
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に

伴
い
、本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

よ
り
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年

２４

２６

度
ま
で
の
介
護
保
険
料
を
定
め
る

た
め
、本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
立
公
園
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
前
山
公
園
の
運
動
広
場
使
用

料
、
並
び
に
照
明
施
設
の
使
用
料

を
改
定
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
　
年
第
１
回
定
例

２４

町
議
会
を
平
成
　
年
３
月

２４

７
日
か
ら
３
月
　
日
ま
で

１９

の
　
日
間
の
日
程
で
開
催

１３
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
だだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよ

議
会
だ
よ
りりりりりりりりりりり

当

初

予

算

補

正

予

算

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正



（３） 平成２４年５月１５日　第１６６号広 報 い し い

　
高
川
原
福
祉
会
館
の
非
常
勤
職

員
の
報
酬
額
に
つ
い
て
改
定
す
る

た
め
、本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
立
公
民
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
つ
い
て

　
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を

高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
に
よ
り
社
会
教
育
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に

伴
い
、本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善

臨
時
特
例
基
金
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
石
井
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善

臨
時
特
例
基
金
条
例
が
、
平
成
　２４

年
３
月
　
日
限
り
で
失
効
と
な
る

３１

た
め
、本
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
副
町
長
の
選
任
の
同
意

に
つ
い
て

　
徳
島
県
と
市
町
村
と
の
間
に
お

け
る
職
員
の
人
事
交
流
に
よ
り
、

石
井
町
副
町
長
と
し
て
、
朝
日
隆

之
氏
（
徳
島
市
）
の
選
任
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

●
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
石
井
２
７
０
号
線

（
石
井
９
５
８
―
５
～
石
井
９
５

８
―
３
）、
石
井
２
７
１
号
線
（
石

井
１
０
７
９
―
１
～
石
井
１
０
７

９
―
５
）
及
び
石
井
２
７
２
号
線

（
石
井
２
４
９
８
―
　
～
石
井
２

１５

４
９
８
―
６
）
を
町
道
に
認
定
す

る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し

た
。

●
認
定
こ
ど
も
園
整
備
計
画
の
見

直
し
を
要
望
す
る
決
議

　
認
定
こ
ど
も
園
整
備
計
画
の
見

直
し
を
要
望
す
る
決
議
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

●
石
井
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例　
石
井
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条

例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

不
採
択

●
消
費
税
の
増
税
に
反
対
す
る
請

願
書

■
課
の
編
成

　
平
成
　
年
度
か
ら
、
新
た
に

２４

「
わ
く
わ
く
観
光
情
報
課
」
を
設

置
し
ま
す
。
観
光
に
係
る
事
業
の

企
画
・
宣
伝
等
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
」
を
活
用

し
、「
元
気
な
特
色
あ
る
石
井
町
」

を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、「
い
き
い
き
産
経
課
」
か
ら

「
い
き
い
き
農
業
振
興
課
」
に
課

名
を
変
更
し
ま
す
。

■
石
井
町
役
場
庁
舎
建
設

　
平
成
　
年
　
月
定
例
議
会
に
て

２３

１２

町
役
場
南
側
の
敷
地
が
将
来
的
に

は
、
最
も
適
し
た
土
地
で
あ
る
と

考
え
、
庁
舎
建
設
に
係
る
土
地
鑑

定
業
務
費
と
物
件
移
転
等
補
償
業

務
費
を
計
上
し
、
平
成
　
年
１
月

２４

に
発
注
し
ま
し
た
。
３
月
末
に
委

託
業
務
が
完
了
し
ま
す
の
で
、
６

月
議
会
に
土
地
購
入
費
と
物
件
等

補
償
費
を
計
上
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
庁
舎
新
築
に
伴
う

建
築
設
計
業
務
費
を
平
成
　
年
度

２４

の
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
石
井
、
上
板
両
町
共
有
地
の
利

用
計
画

　
地
球
温
暖
化
へ
の
警
鐘
や
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
な
ど
か
ら
、
今

後
は
、
安
全
で
持
続
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
社
会
を
実
現
し
て
い
く
う

え
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

は
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
石
井
町
と
し
て
も
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
電
力
供
給
の
役
割
を
図

る
こ
と
と
し
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
太
陽
光
発
電
所
に
適
し
た

両
町
所
有
の
候
補
地
を
、
上
板
町

と
協
議
を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
企

業
誘
致
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
建
設
課
に
関
す
る
事
業

　
平
成
　
年
度
よ
り
、
町
が
管
理

２４

す
る
橋
長
　
ｍ
以
上
の
橋
梁
に
つ

１５

い
て
、
従
来
の
対
症
療
法
型
か

ら
、
予
防
保
全
型
で
あ
る
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
順
次

修
繕
工
事
を
行
い
、
橋
の
安
全

性
、
信
頼
性
の
確
保
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
よ
り
好
評
で
継
続

２２

し
て
い
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

に
つ
い
て
、
平
成
　
年
度
も
継
続

２４

し
、　
名
の
方
を
対
象
と
し
た
工

７５

事
費
（
税
抜
）　
万
円
以
上
、
補

２０

助
対
象
工
事
費
の
　
％
で
、
上
限

２０

　
万
円
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
対

２０象
要
件
は
同
じ
で
す
が
、
補
助
の

方
法
は
石
井
町
商
工
会
加
盟
店
で

使
用
で
き
る
商
品
券
と
す
る
こ
と

を
含
め
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
道
路
局
所

管
補
助
事
業
と
し
て
幹
線
道
路
の

整
備
を
進
め
て
い
る
町
道
高
原
　３３

号
線
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、
中

島
の
第
１
工
区
　
ｍ
、
東
覚
円
の

７２

第
２
工
区
１
３
８
ｍ
の
合
計
２
１

０
ｍ
を
施
工
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
未
買
収
地
の
用
地
交
渉
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
事
業

と
町
単
独
事
業
と
し
て
、
長
年
の

懸
案
で
あ
っ
た
町
道
石
井
１
２
５

号
線
に
つ
い
て
は
、
西
精
工
か
ら

光
の
子
保
育
所
ま
で
の
町
道
が
整

備
で
き
ま
し
た
。

　
舗
装
工
事
は
、
町
道
石
井
　
号
８８

線
ほ
か
　
件
、
改
良
工
事
は
、
町

１３

道
高
畑
東
　
号
線
ほ
か
　
件
を
施

１８

１１

工
し
ま
し
た
。
予
算
に
限
り
は
あ

り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
要

望
を
よ
く
お
聞
き
し
、
地
域
に
密

着
し
た
生
活
道
路
の
整
備
と
安
全

性
、
良
好
な
路
面
の
維
持
管
理
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
石
井
駅
山
路
線
街
路
新

設
事
業
は
、
国
道
１
９
２
号
線
影

響
部
分
の
工
事
が
完
成
し
、全
事

業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
石
井
町
都
市
計
画
基
本
図
作
成

事
業
は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に

よ
り
、
平
成
　
年
３
月
以
来
更
新

１０

し
て
い
な
か
っ
た
都
市
計
画
基
本

図
に
最
新
の
情
報
を
表
示
し
作
成

し
ま
し
た
。

　
前
山
公
園
の
土
砂
崩
れ
に
つ
い

て
は
、
都
市
計
画
施
設
災
害
復
旧

事
業
国
庫
負
担
金
に
よ
り
、
３
月

末
を
も
っ
て
工
事
が
完
了
し
ま

す
。
　
県
関
係
事
業
の
河
川
改
修
事
業

及
び
道
路
改
良
等
の
事
業
は
、
今

後
も
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に

し
、
事
業
の
進
捗
に
努
め
ま
す
。

■
農
業
関
係

　
平
成
　
年
産
、
米
の
生
産
数
量

２４

目
標
数
量
と
し
て
、
徳
島
県
よ
り

２
８
１
万
１
 ６
０
０
㎏
の
配
分

が
あ
り
、
町
内
の
全
農
家
に
作
付

け
目
標
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
と

，

条
例
の
廃
止

人

事

請
　
　
　
　
　
願

町
政
の
概
要

そ

の

他

議
員
提
出
議
案
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と
も
に
、
米
の
所
得
補
償
な
ど
の

加
入
申
請
を
行
い
、
転
作
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
商
工
関
係

　
商
工
会
に
よ
り
昨
年
末
に
初
め

て
実
施
さ
れ
た
「
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ

ん
宝
く
じ
」
発
行
事
業
は
、
短
期

間
に
も
か
か
わ
ら
ず
予
定
枚
数
　３３

万
枚
す
べ
て
が
発
行
さ
れ
、
町
内

で
の
購
買
促
進
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
　
年
度
も
引
き
続
き
実

２４

施
し
、
石
井
町
の
活
性
化
事
業
の

一
つ
と
し
て
定
着
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
活
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
推
進

事
業
　
具
体
的
に
地
域
活
性
を
計
画
す

る
に
あ
た
り
、
活
力
あ
る
商
店

街
づ
く
り
助
成
事
業
を
活
用
し
、

１
 ０
０
０
万
円
の
助
成
金
を
受

け
、
石
井
駅
周
辺
に
集
積
す
る
商

業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
石
井

駅
待
合
室
の
改
修
は
３
月
中
に
完

成
予
定
で
す
。
今
後
は
、
観
光
案

内
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
な
ど

交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
、

商
業
の
活
力
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

■
介
護
保
険

　
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度

２４

２６

ま
で
の
第
５
期
の
介
護
保
険
事
業

計
画
を
策
定
し
、
給
付
見
込
み
に

よ
り
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
。

保
険
料
基
準
額
は
月
５
 ２
０
０

円
で
、
保
険
料
段
階
を
昨
年
ど
お

り
８
段
階
で
の
実
施
と
し
ま
す
。

，

，

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
に
お
い
て
、
平
成
　
・
　
年

２４

２５

度
の
医
療
給
付
費
、
被
保
険
者

数
、
及
び
所
得
の
伸
び
等
の
推
計

に
よ
り
、
保
険
料
率
が
改
定
さ

れ
、
均
等
割
額
４
８
 ９
０
０
円
、

所
得
割
率
９・
　
％
と
な
り
ま
す
。

５１

ま
た
、
保
険
料
の
軽
減
措
置
は
、

昨
年
と
同
様
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
改
定

　
平
成
　
年
　
月
８
日
開
催
の
石

２３

１２

井
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

に
て
審
議
し
、
協
議
会
会
長
よ
り

審
議
の
意
見
を
集
約
し
た
答
申
が

あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
及
び
平
成
　
年
度

２１

２２

に
お
い
て
実
質
単
年
度
収
支
が
赤

字
に
な
り
、
ま
た
、
平
成
　
年
度

２３

に
関
し
て
も
収
支
不
足
が
見
込
ま

れ
ま
す
。　

　
本
来
、
石
井
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
を
運
営
し
て
い
く
う
え

で
基
金
と
し
て
留
保
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
確
保
で
き
な
い

の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
平

成
　
年
度
よ
り
国
民
健
康
保
険
税

２４
率
は
平
均
で
　
・
　
％
増
加
と
な

１２
２３

り
ま
す
。

■
保
健
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
事
業

　
健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

が
ん
検
診
等
の
個
別
検
診
の
ほ

か
、
集
団
検
診
を
春
と
秋
に
、
公

共
施
設
を
利
用
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
の
改
善

に
関
す
る
住
民
か
ら
の
相
談
に
応

，

じ
る
と
と
も
に
個
別
の
保
健
指
導

や
栄
養
指
導
を
実
施
し
、
住
民
の

健
康
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
事
業
と
し
て
、
各

２４

種
が
ん
検
診
の
う
ち
唯
一
個
人
負

担
と
な
っ
て
い
た
子
宮
が
ん
検
診

を
無
料
化
し
、
石
井
町
に
お
け
る

全
て
の
が
ん
検
診
の
無
料
化
を
図

り
ま
す
。
多
く
の
方
が
受
診
さ

れ
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
者
を
中

学
校
１
年
生
か
ら
大
学
１
年
生
相

当
ま
で
拡
大
し
、
中
学
校
１
年
生

に
つ
い
て
は
、
集
団
接
種
の
機
会

を
提
供
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

予
防
接
種
法
の
改
正
に
対
応
す
べ

く
、
新
た
に
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
で
き
る
よ
う
予
定

し
て
い
ま
す
。

■
児
童
福
祉

　
町
立
保
育
所
・
幼
稚
園
の
一
体

化
を
含
め
た
望
ま
し
い
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
平
成
　
年
２
月
よ
り
、
石
井

２４

町
幼
保
対
策
検
討
委
員
会
で
の
意

見
集
約
や
検
討
内
容
を
踏
ま
え
た

方
針
に
つ
い
て
、
関
係
者
並
び
に

保
護
者
の
方
々
に
対
し
て
説
明
会

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
ら
の
ご
意
見
を
十
分
に
踏
ま

え
、
子
ど
も
達
に
安
心
安
全
な
保

育
・
教
育
環
境
が
提
供
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
教
育
委
員
会
関
係
の
事
業

　
平
成
　
年
度
へ
繰
り
越
し
予
定

２４

の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事

業
に
つ
い
て
、
浦
庄
及
び
藍
畑
小

学
校
と
石
井
中
学
校
武
道
場
の
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
予
定

で
、
平
成
　
年
度
末
に
は
、
石
井

２４

町
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
率
は

１
０
０
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
耐
震
補
強
工
事
に
併
せ

て
、
浦
庄
及
び
藍
畑
小
学
校
は
、

老
朽
化
対
策
で
あ
る
大
規
模
改
造

工
事
と
普
通
教
室
等
に
空
調
設
備

を
整
備
し
ま
す
。
整
備
済
み
の
石

井
小
学
校
を
除
く
残
り
の
４
小
学

校
、
２
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
太

陽
光
発
電
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
の
施
策
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し

て
、
平
成
　
年
４
月
よ
り
幼
稚
園

２４

の
給
食
を
実
施
し
ま
す
。
給
食
費

は
、
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
平
成

　
年
度
も
据
え
置
き
、
幼
稚
園

２４は
、
１
食
当
た
り
２
５
０
円
で
賄

う
予
定
で
す
の
で
、
町
が
　
円
の

２０

負
担
を
行
い
、
給
食
費
１
食
２
３

０
円
と
し
ま
す
。

　
石
井
町
指
定
避
難
場
所
で
、
昭

和
　
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧
耐

５６
震
基
準
の
建
物
で
あ
る
公
民
館
分

館
３
棟
と
高
川
原
町
民
体
育
館

は
、
住
宅
・
建
築
物
安
全
ス
ト
ッ

ク
形
成
事
業
の
補
助
を
受
け
、
耐

震
診
断
を
実
施
中
で
す
が
、
第
三

者
機
関
に
よ
る
評
定
が
遅
れ
て
い

る
状
況
で
す
の
で
、
平
成
　
年
度

２４

へ
予
算
を
繰
り
越
し
ま
す
。

　
専
決
処
分
し
た
事
項
を
議
会
に

報
告
し
、承
認
を
得
ま
し
た
。

●
石
井
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に

係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
東
日
本

大
震
災
に
係
る
被
災
居
住
用
財
産

の
敷
地
に
係
る
譲
渡
期
限
の
延
長

の
特
例
を
加
え
る
た
め
、
本
条
例

を
改
正
し
ま
し
た
。

●
辞
職
勧
告
決
議
に
つ
い
て

　
山
根
由
美
子
町
議
会
議
員
の
辞

職
勧
告
決
議
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。 議

員
提
出
議
案

専
決
処
分
事
項
の
報
告

平
成
　
年
２４

　
 　
 第
１
回
臨
時
町
議
会

開
催
日
：
平
成
　
年
４
月
　
日

２４

２０

　
本
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
は
、原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。



（５） 平成２４年５月１５日　第１６６号広 報 い し い

☎674－7501
財　政　課

☎674－1111
総　務　課

☎674－7507
農業委員会

☎674－1116
福祉生活課

☎674－1117
建　設　課

☎674－1118
いきいき農業振興課

☎674－7502
出　納　課

☎674－1114
住　民　課

☎674－1115
税　務　課

☎674－6111
長寿社会課

☎674－1623

す くす く
子 育て課

☎674－1137

わ く わ く
観光情報課

☎674－1171

危　機　管　理
対　策　室

☎674－7500

課の再編について
　平成２４年４月１日より、次の
とおり課の再編を行いました。
◆「わくわく観光情報課」新設
　主な業務内容は、観光事業推
進、商工業振興、広報・広聴に
関することです。
◆「いきいき産経課」から「い
きいき農業振興課」へ課名変更

☎674－7505
教育委員会

水道課（高川原字高川原２１１１－４）
☎674－1141
保健センター（石井字石井３８０－１１）
☎674－0001
清掃センター（石井字石井３０２５－１）
☎674－6842
学校給食センター（石井字重松１９６－３）
☎675－1210

分庁舎
（教育委員会など）

副
町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
平
成
　
年
４
月
１
日
付
け

２４

で
、 朝
  日
  隆
  之
 氏
が
副
町
長
に

あ
さ
 
ひ
 
た
か
 ゆ
き

就
任
し
ま
し
た
。

　
徳
島
県
と
市
町
村
と
の
間
に

お
け
る
職
員
の
人
事
交
流
に
よ

り
、
県
商
工
労
働
部
観
光
国
際

総
局
観
光
政
策
課
長
か
ら
の
着

任
で
す
。

　
副
町
長
を
拝
命
し
ま
し
た
朝

日
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
石
井
町
は
、
地
勢
な
ど
大
変

恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
一

方
、
将
来
に
向
け
た
課
題
と
し

て
は
、
例
え
ば
、
大
震
災
以
降

の
防
災
対
策
や
少
子
化
時
代
の

子
育
て
支
援
、
庁
舎
の
改
築
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、
現
在
、
町
は

重
要
な
時
期
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
課
題
に
対
し
、
知
恵

を
絞
り
、
汗
を
流
し
て
、
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

〈平成２４年４月１日現在〉

役場庁舎
（本庁舎）

役場庁舎
案　内　図
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　平成２４年４月より、図書室の開
館時間を午後６時まで延長してい
ます。みなさまのご利用をお待ち
しています。
※休館日は、毎月第１月曜日
●問 石井町教育委員会社会教育課

　☎６７４－７５０５

　石井町が周辺市町村と進めてい
る定住自立圏構想の一環として、
平成２４年４月１日より、図書館の
広域利用が開始され、石井町に在
住の方でも、徳島市立図書館と北
島町立図書館で、図書が借りられ
るようになっておりますので、ご
利用ください。

　石井町が周辺市町村と進めてい
る定住自立圏構想の一環として、
石井町で活動しているＮＰＯ法人
やボランティアグループも、徳島
市市民活力開発センターを利用で
きるようになりました。
●問 徳島市市民活力開発センター
（徳島市幸町３丁目７１―１　幸町
会館１階）☎６１１－３８８６（※月曜日
は休館）

と　き　５月２２日（火）
　　　　午後１時～４時
ところ　中央公民館２階実習室
相談人数　５名（先着順）
相談時間　１人約３０分
受付期間　５月１５日～１７日
　　　　　（午前８時３０分～午後５時）
申込方法　総務課へ電話でお申し
込みください。
　※原則として、初回の方を優先
させていただきます。
●問 総務課☎６７４－１１１１

　後期高齢者医療制度に加入され
ている方を対象に、糖尿病などの
生活習慣病の早期発見や重症化の

予防のため、健康診査を実施しま
す。
　健康診査の対象となる方には、
「健康診査受診券」をお送りしま
す。受診費用は無料です。ぜひ受
診しましょう。
健診項目　身体計測、血圧測定、
血液検査、尿検査

受診期間　受診券を受け取られた
ときから平成２４年１２月末日まで
●問 徳島県後期高齢者医療広域連合
事務局事業課☎６７７－３６６６
　長寿社会課☎６７４－６１１１

　石井町の人権
擁護委員とし
て、武市謙一さ
んが平成２４年４
月１日付けで法
務大臣より委嘱
されました。
　石井町の人権相談は、毎月第２
木曜日午後１時～４時（祝日の場
合は、翌日）に高川原福祉会館で
開設しています。
●問 住民課☎６７４－１１１４

　既設の「単独処理浄化槽」また
は「汲み取り便所」から、「合併処
理浄化槽」に転換する場合、設置
費の一部を補助しています。 
補助金額　５人槽…３３２，０００円
　　　　　７人槽…４１４，０００円
　　　　　１０人槽…５４８，０００円
受付期間　工事を行う年度の４月
～１２月（必ず工事の着工前に申
請してください。）

◎補助基数には制限があります。
●問 福祉生活課　環境対策係

　☎６７４－１１１６ 

　倒産・解雇・雇止めなどにより
国民健康保険に加入される方は、
国民健康保険税が軽減されます。
◎既に申請手続きがお済みの方
は、引き続き軽減が適用されます。
●問 詳しくは、税務課まで

　☎６７４－１１１５

　平成２４年度の自動車税の納期限
は５月３１日（木）です。
◎「納税証明書」は、車検の際に
必要ですので、大切に保管してく
ださい。
●問 東部県税局自動車税庁舎

　☎６４１－２３２３

　平成２３年度清掃センターの排ガ
ス・焼却灰・飛灰のダイオキシン
類濃度の検査結果は、次のとおり
全て法定基準値内でした。今後と
も、徹底したダイオキシン対策に
努め、ゴミの適正な焼却処理及び
法定基準値内での運転管理に全力
で取り組みます。

●問 清掃センター☎６７４－６８４２

　５月１２日～１８日は、「民生委員・
児童委員の日　活動強化週間」で
す。民生・児童委員は、関係機関
とのパイプ役となり地域の皆さん
の様々なご相談に応じます。一人
で悩まずに、お気軽にお近くの民
生・児童委員にご相談ください。
担当の民生・児童委員をご存じで
ない場合は、福祉生活課（☎６７４－
１１１６）までお問い合わせください。

図書館広域利用の開始

徳島市市民活力開発センターの
広域利用

弁護士による町民無料法律相談

人権擁護委員に武市謙一さん

平成２４年度
後期高齢者医療制度の健康診査

国民健康保険税の軽減
（倒産・解雇・雇止めなど）

自動車税は納期内に

清掃センターからのお知らせ

暮らし

石井町中央公民館図書室より
開館時間延長のお知らせ

H２３年度H２２年度基準値
（許容限度）

調査内容
（単　位）

焼
　
却
　
施
　
設

０.７２０.９２１０排ガス
（ng-TEQ/m３N）

０.０３５０.００３１３焼却灰
（ng-TEQ/g）

０.８７０.５＊飛灰
（ng-TEQ/g）
＊飛灰の基準値は薬剤処理を行い、セメントで固
形化して最終処分場に埋立することとなっており
適用外です。（皆様の生活に影響を及ぼすことは
ありません。）
ダイオキシン類の単位の説明
①ナノグラム（ng）＝１０億分の１グラム
②TEQ＝毒性等量（一番毒性の強いダイオキシン
に換算した値）

広げよう　地域に根ざした　思いやり

高川原福祉会館だより

合併処理浄化槽への転換に補助

人権相談職業相談

6月1日（金）
全国一斉
「人権擁護
委員の日」

5月17日（木）
7月19日（木）日　程

7月12日（木）

午後1時～4時午後1時半～3時半時　間

石井町人権擁護委員ハローワーク職員相談員

高川原福祉会館・多目的室
☎674－0403場　所



（７） 平成２４年５月１５日　第１６６号広 報 い し い

と　き　５月２７日（日）
　　　　午前９時～１０時
　※小雨決行。悪天候の場合は、
６月３日（日）へ延期
ところ　石井町内全域
　◎お住まいの地域内（道路・公
園・広場など）で、ゴミ拾いな
どの清掃活動にご協力をお願い
します。
ゴミ集積場所　清掃センターもし
くはお近くの公民館分館
　◎正午まで受け付けます。
●問 福祉生活課　☎６７４－１１１６

と　き　５月１９日（土）
　　　受付　午前９時から
　　　開会　午前１０時から
ところ　石井町中央公民館
●問 福祉生活課　☎６７４－１１１６

と　き　５月２０日（日）
　　　　午前１０時～午後２時
ところ　飯尾川公園グラウンド
（いしいドーム北側芝生広場）
内　容　ダンス、昔あそびや模擬店など
主　催　石井町子育て応援団
●問 石井町社会福祉協議会

☎６７４－０１３９

　エコアクション２１は、事業活動
の中で二酸化炭素や廃棄物の排出
削減など環境への取り組みを進め
るための手順を定めた中小事業者

向けの環境経営システムです。経
費の削減・生産性の向上が期待で
き、金融機関などの優遇措置も受
けることができる取り組みとし
て、徳島県内でも認証取得事業者
が急増しています。
　このたび、徳島東部定住自立圏
構想の一環として、徳島市と合同
で、認証取得を目指す事業者を支
援するため、作業の解説やアドバ
イスを行う無料セミナー（計５回）
を開催します。この機会に認証取
得を目指し、環境経営に取り組ん
でみませんか？
募集期間　７月２０日（金）まで
対　象　石井町内の事業者・団体等
申込方法　下記のお問い合わせ先まで
▶事前説明会を開催
　エコアクション２１の概要や支援
内容について次のとおり説明会を
開催します。
と　き　６月４日（月）
　　　　午後２時～４時
ところ　徳島市役所１３階大会議室
定　員　１００人（先着順）
参加費　無料
申込方法　６月１日（金）までに、
会社名と参加者名を下記のお問
い合わせ先まで

●問 徳島市環境保全課（エコアクシ
ョン２１担当） 　　　 ☎６２１－５２１３

対　象　町内の次の要件をすべて
満たす木造住宅

　①昭和５６年５月３１日以前に着工
②在来軸組工法や伝統工法で建
築（木質プレハブ工法や２×４
工法を除く）③３階建てまで（共
同住宅も含む）④現在居住して
いること⑤申込者が町税等を滞
納していないこと

申込者　対象となる住宅の所有者
（共同住宅の場合は居住者の同
意が必要）

受付期間　１２月２７日まで
　　　　　（土・日・祝日を除く）
募集戸数　６０戸（先着順）
自己負担金　無料
●問 危機管理対策室　☎６７４－１１７１

対　象　町が実施した耐震診断で
「倒壊する可能性が高い」と判定
された住宅を、「一応倒壊しな

い」に改修する工事（県の講習を
受けた業者による工事に限る）

補助金額　上限６０万円（改修工事
費の２／３以内）

募集戸数　２５戸（先着順）
受付期間　１１月３０日まで
　　　　　（土・日・祝日を除く）
●問 危機管理対策室　☎６７４－１１７１

　町民の皆さんの健康づくりを支
援するために、健康づくりボラン
ティア「がん対策保健推進員」が
活躍しています。町内にお住まい
の４０歳以上の方で、がん対策保健
推進員として活動してみたいとい
う方は、養成講座を受講してくだ
さい。
日　時　７月１８日（水）
　　　　午前９時３０分～１１時３０分
場　所　保健センター
●問 受講希望者は、保健センター
（☎６７４－０００１）までお申し込み
ください。

対象者　母子家庭の母および寡婦
等の方で、就業と自立に意欲の
ある方

会　場　県立総合福祉センター内
　　　　（徳島市中昭和町１－２）
受講料　無料
　　　　（テキスト代は自己負担）
講習科目　日商簿記３級、訪問介
護員養成研修２級課程（ホーム
ヘルパー）、パソコン講習（ワー
ド検定・エクセル検定）、医療事
務講習、就職支援セミナーなど

　◎講習日程や参加申込など詳し
くはお問い合わせください。

●問 ㈶徳島県母子寡婦福祉連合会　
☎６５４－７４１８

～無事故・無違反でめざせ
　　　　　　安全で安心な徳島～
協賛企業・団体の募集期間
　５月１４日～６月１３日
参加料　１人６３０円
申込期間　７月１３日～８月３１日
ラリー期間　９月１日～１２月３１日
●問 徳島スマートドライバーセーフ
ティラリー事務局☎６２２－３５１０ま
たは石井警察署☎６７４－０１１０

町内一斉清掃にご協力を

「お知らせ」は、こちらからお読みください

みらいフェスタ in いしい

木造住宅耐震診断募集

木造住宅耐震改修費補助金

がん対策保健推進員養成講座

就業支援講習会

徳島スマートドライバー
セーフティラリー２０１２

お知らせ
Information

催　し

石井町戦没者追悼式

募　集

エコアクション２１の
認証取得を支援



第１６６号 広 報 い し い （８）平成２４年５月１５日

国民健康保険税の税率が変わります
　石井町の国民健康保険税率は平成１８年度から６年間据え置いてきましたが、これまでの保険税率では、医療費
の支払いに見合う収入は確保できておらず、基金を取り崩して補てんしている状況です。その基金もほぼ取り崩
してしまい、もう取り崩す基金もなくなりつつあります。
　国民健康保険制度は、加入者の医療にかかる費用を、国・県・町からの負担金と加入者の保険税で運営するこ
とが原則とされています。今後も加入者のみなさんが必要な医療を受けられるよう、国民健康保険財政を健全化
し、安定した事業運営を行っていくために、平成２４年度より保険税率を改定することとなりました。みなさまの
ご理解とご協力をお願いいたします。
【平成２３年度】

計介護分後期支援分医療分
１１.００%１.５０%１.５０%８.００%所得割
４８.００% ５.００%１２.５０%３０.５０%資産割
３４,５００円６,５００円５,５００円２２,５００円均等割
３３,０００円５,０００円５,５００円２２,５００円平等割
７７万円１２万円１４万円５１万円限度額

【平成２４年度】

➡

６５歳以上の方の介護保険料が変わります
　介護保険制度では各市町村が高齢者人口や介護サービスの利用などを推計し、３年ごとに介護保険料
の見直しを行っています。平成２４年度は見直しの年で、６５歳以上の方（第１号被保険者）の保険料は町
が定める基準額を基に、町民税の課税状況に応じて８段階に分かれています。

●問 税務課　☎674－1115

計介護分後期支援分医療分
１２.８０% ２.１０%１.９０%８.８０%所得割
４８.３０% ８.３０% ７.００%３３.００%資産割
４３,０００円８,０００円６,５００円２８,５００円均等割
３４,０００円４,５００円５,５００円２４,０００円平等割
７７万円１２万円１４万円５１万円限度額

●問 長寿社会課　☎674－6111

■利用料金　１人当たりの日額　１，８００円
　　　　　　（生活保護世帯及び町民税非課税世帯は無料、所得税非課税世帯は９００円）
■お問い合わせ先　各実施施設、または石井町役場すくすく子育て課（☎674－1623）まで

病児・病後児保育の広域利用開始について
　おおむね１０歳未満のお子さんが病気中や病気の回復期にあって、かつ保護者が就労している等の理由により家庭
で保育ができないときに、お子さんを一時的に預かる「病児・病後児デイサービス」を実施しています。
■対象者　徳島市・小松島市・石井町・勝浦町・佐那河内村にお住まいの おおむね１０歳未満のお子さん
■実施施設　※お住まいの市町村に関係なく、どの実施施設でも利用することができます。

利用できる日時施設名・所在地・電話番号

月曜日～金曜日　８：３０～１８：００
土曜日　８：３０～１７：００
※日曜日、祝日及び８月１２日～８月１５日、１２月
２９日～１月３日は除く。

藤岡クリニック　徳島市昭和町８丁目６６　☎（088）622－0012
田山チャイルドクリニック　徳島市北矢三町３丁目３－４１　☎（088）633－2055
愛育小児科　徳島市国府町桜間字登々路８－１　☎（088）612－7795
えもとこどもクリニック　徳島市北沖洲３丁目１－２４　☎（088）664－8580

月曜日～土曜日　７：３０～１８：３０
※日曜日、祝日及び１２月２９日～１月３日は除く。徳島赤十字乳児院　小松島市中田町字新開２－２　☎（0885）32－0555

月曜日～土曜日　８：３０～１８：００
※日曜日、祝日 及び年末年始は除く。伊勢内科小児科　名西郡石井町石井字石井７２６－７　☎（088）675－0535

　石井町の保険料の基準額は月額５，２００円（平成２４年度～平成２６年度）です。
年額保険料保険料率対　　象　　者区分
２４,９００円基準額×０.４０本人及び世帯全員が町民税非課税で、老齢福祉年金受給者または生活保護の受給者第１段階
３４,３００円基準額×０.５５本人及び世帯全員が町民税非課税かつ課税年金収入額＋合計所得金額が８０万円以下の者第２段階
４０,５００円基準額×０.６５本人及び世帯全員が町民税非課税で、課税年金収入額＋合計所得金額が８０万円を超え１２０万円以下の者

第３段階
４６,８００円基準額×０.７５本人及び世帯全員が町民税非課税で、課税年金収入額＋合計所得金額が１２０万円を超える者

５９,２００円基準額×０.９５本人が町民税非課税で、同じ世帯に町民税課税者がいる者のうち、課税年金収
入額＋合計所得金額が８０万円以下の者第４段階

６２,４００円基準額×１.０本人が町民税非課税で、同じ世帯に町民税課税者がいる者（上記以外の者）
７８,０００円基準額×１.２５本人が町民税課税で本人の合計所得金額が１９０万円未満の者第５段階
９３,６００円基準額×１.５０本人が町民税課税で本人の合計所得金額が１９０万円以上３００万円未満の者第６段階
９９,８００円基準額×１.６０本人が町民税課税で本人の合計所得金額が３００万円以上５００万円未満の者第７段階
１０６,０００円基準額×１.７０本人が町民税課税で本人の合計所得金額が５００万円以上の者第８段階
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平成２４年度からの
町・県民税の主な税制の改正点

１．年少扶養親族に対する扶養控除の改正
　⑴　１６歳未満の扶養親族（年少扶養親族）に対す

る扶養控除が廃止されました。これに伴い、１６
歳未満に係る扶養控除（３３万円）が廃止されま
す。しかし、町・県民税の非課税判定等に、扶
養親族の人数を使用するため、１６歳未満の扶養
親族がいる場合にはその旨も申告する必要があ
ります。

　⑵　１６歳以上１９歳未満の特定扶養親族に係る扶養
控除の上乗せ部分（１２万円）が廃止され、これ
らの人の扶養控除額は４５万円から３３万円になり
ます。 １９歳以上２３歳未満の特定扶養控除額は
現行と変わらず４５万円のままです。

　⑶　２３歳以上７０歳未満の扶養親族に係る扶養控除
（３３万円）及び、７０歳以上の老人扶養控除（３８
万円）については現行のまま変更ありません。

２．同居特別障害者に対する障害者控除の改正
　年少扶養親族に対する扶養控除が廃止されたこと
に伴い、扶養親族又は控除対象配偶者が同居特別障
害である場合に扶養控除又は配偶者控除の額に２３万
円を加算する措置は、特別障害者控除の額３０万円に
２３万円を加算する制度に改められました。これによ
り、同居特別障害者の障害者控除は５３万円になりま
す。なお、年少扶養親族が障がい者の場合、扶養控
除は廃止されますが、障害者控除は適用になりま
す。

●問 税務課　☎674－1115

　平成２４年４月１日から、これまでの「子ども手当」は
「児童手当」に名称が変更になりました。
　平成２４年３月末時点で石井町から支給を受けていた
方は、引き続き児童手当を受給できます。支給額・支給
要件は平成２３年度１０月からの子ども手当と同様です。
　平成２４年６月分から所得制限が導入されます。所得
制限の基準は、年収９６０万円（夫婦と子ども２人の世帯）
以上の人が子ども１人につき一律月額５,０００円の給付と
なります。ただし、扶養する１８歳以下の子どもの人数等
により基準が変わります。
【現況届】児童手当の全受給者を対象として６月上旬に
用紙を送付します。現況届は引き続き手当を受給でき
るかどうかを確認するためのもので、忘れずに手続きを
お願いします。現況届を提出しないと、児童手当の支給
が止まってしまいますのでご注意ください。
※公務員の方は勤務先での手続きとなりますので、ご確
認ください。 

石井町の保育所・幼稚園のあり方について
　町立保育所・幼稚園の一体化を含めた望ましいあり方
について検討を重ねてきました。石井町幼保対策検討
委員会での意見集約や検討内容を踏まえた方針につい
て、関係者並びに保護者の方々に対して３回の説明会を
実施いたしました。
・平成２４年２月１７日　高原保育所
・平成２４年２月２４日　石井保育所
・平成２４年３月６日　藍畑幼稚園
　今後、地域説明会を計画し、実施していきます。

●問 すくすく子育て課　☎674－1623

平成２４年度児童手当について

●問 長寿社会課　☎674－6111

【後期高齢者医療制度】保険料率改定のお知らせ
　保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており、平成２４年度及び平成２５年度の保険料率（被保険者均
等割額・所得割率）が決定しました。

●　保険料の計算方法…被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。保険料の上限は年額５５万
円です。（平成２４年４月１日から保険料の上限が年額５０万円から５５万円に引き上げられました。）
　　保険料　＝　被保険者均等割額　４８,９００円　＋｛（総所得金額等－３３万円）×所得割率　９.５１％｝
●　保険料の軽減…所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、次のとおり保険料が軽減されます。
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　石井町が委託している相談支援事業所や地域の障がい者相談員さんが、障がいをお持ちの方やそのご家族から
のご相談を受け付けています。お困りの際には、お気軽にご相談ください。

地域の障がい者相談員さん
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●問 福祉生活課　障がい福祉係　☎674－1116

石
井
町
障
が
い
福
祉
に
関
す
る
新
し
い
事
業
の
ご
案
内

◆
石
井
町
自
動
車
改
造
費
助
成
事
業

　
身
体
に
一
定
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
で
、
就
労
等
に
よ

り
ご
自
身
が
運
転
す
る
自
動
車
の
改
造
が
必
要
な
方
に
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
石
井
町
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
助
成
事
業

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
（
４
級
以
上
）
や
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方
が
、
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
す
る
場
合
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
反
射
た
す
き
配
布
事
業

　
石
井
町
身
体
障
害
者
連
合
会
で
は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
で
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
反
射
た
す
き

を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
障
が
い
者
相
談
員
（
身
体
）

ま
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●問 
福
祉
生
活
課
　
☎
６
７
４
・
１
１
１
６

　災
害
時
要
援
護
者
台
帳
の
登
録
に
つ
い
て

　
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
何
ら
か
の
助
け
を
必
要
と
す
る

方
を
「
災
害
時
要
援
護
者
」
と
い
い
ま
す
。

　
石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
災
害
時
要
援
護
者
」
を

登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、『
も
し
も
』
の
時
に
備

え
て
い
ま
す
。

《
主
な
対
象
者
》
※
①
②
③
の
す
べ
て
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
本
人
ま
た
は
家
族
等
同
居
者
の
援
助
に
よ
る
避
難
が
困
難

な（
制
約
を
受
け
る
）方
②
地
域
で
の
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方

③
登
録
台
帳
に
個
人
情
報
を
提
供
す
る
事
に
同
意
さ
れ
た
方

　『
も
し
も
』
の
時
に
、
と
て
も
役
立
つ
も
の
で
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●問 
石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
６
７
４
・
０
１
３
９

　
国
が
、
東
日
本
大
震
災
の
が
れ

き
を
広
域
処
理
す
る
た
め
、
受
け

入
れ
を
全
国
の
自
治
体
に
要
請
し

ま
し
た
。

　
石
井
町
で
は
、
休
止
し
て
い
る

最
終
処
分
場
で
処
理
で
き
る
能
力

が
約
４
万
ト
ン
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
２
万
ト
ン
に
つ
い
て
条
件
付

で
受
け
入
れ
を
表
明
し
ま
し
た
。

放
射
能
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ

と
、
住
民
の
同
意
が
得
ら
れ
る
こ

と
や
住
民
の
安
心
安
全
が
確
保
で

き
る
こ
と
等
を
条
件
と
し
ま
し
た

が
、
県
と
の
協
議
に
よ
り
本
町
も

「
現
時
点
で
は
受
け
入
れ
困
難
」

と
い
う
判
断
と
な
り
ま
し
た
。

　
が
れ
き
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
全
国
よ
り
メ
ー
ル
や
電
話
で

多
く
の
様
々
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
も
し
南
海
地
震
が
発
生
し
原
発

事
故
が
起
こ
っ
た
ら
、、、
徳
島
県

は
伊
方
原
発
か
ら
約
２
０
７
㎞
、

風
向
き
に
よ
っ
て
は
県
内
が
放
射

能
に
ス
ッ
ポ
リ
入
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に

誰
が
助
け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う

か
？
私
達
は
昨
年
の
大
震
災
で
日

本
人
が
持
っ
て
い
る
、
お
互
い
に

助
け
合
う
心
「
絆
」
を
再
認
識
し

た
は
ず
で
す
。
い
つ
か
は
我
が
身

で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
私
達
に
何

が
で
き
る
の
か
私
達
が
何
を
す
べ

き
な
の
か
、
も
う
一
度
冷
静
に
み

ん
な
で
考
え
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

町長コラム
震
災
が
れ
き

震
災
が
れ
き
とと

原
発
に
つ
い

原
発
に
つ
い
てて

ど
う
あ
る
べ
き

ど
う
あ
る
べ
き
かか

石
井
町
長

石
井
町
長
　
河
野
俊
明

河
野
俊
明

障がい福祉に関するご相談はこちらです

対　　象連　　絡　　先相　　談　　先

身体
電話 674－7282　　FAX 674－8655名西地区在宅障害者生活支援センター
電話 631－6266　　FAX 631－6211（福）徳島県身体障害者連合会

知的
電話 674－2200　　FAX 678－5665れもん生活支援センター
電話 631－2722　　FAX 631－2719（福）徳島県手をつなぐ育成会

精神
電話 694－6606　　FAX 694－6606地域活動支援センターことじ
電話 623－6953　　FAX 623－6953徳島県精神障害者家族会連合会

対　　象連　　絡　　先住　　所氏　　名

身体

電話 674－6361高川原字天神４１２番地井内　　宏
電話 674－7079高原字東高原５３番地１片山　賢一
電話 674－5226浦庄字上浦３２６番地１５中村ヤヨ子
電話 674－0387石井字石井５１１番地１１久米　清美
電話 674－8925石井字石井７３番地６市川　生江
電話 674－5009藍畑字高畑１３１１番地１１井内　昇一

知的電話 674－6803石井字白鳥３６５番地５近藤　令子
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がん検診を受けましょう
～ご自分の受けられる検診をご存知ですか？～

　みなさんの受けられる検診はありましたか？
　各種検診の該当となる方には、石井町保健センターから個別通
知し、受診券を送付しています。日程（表①）や送付文書をよく
ご覧になって受診してください。通知の届いていないお勤めの方
でも、職場等で受ける機会のない方は対象となりますので、石井
町保健センターまでお問い合わせください。
　定期的に各種がん検診を受け、早期発見につとめましょう。

① あなたは自覚症状などなく、元気ですか？

② あなたの年齢は？

③ 性別は？

③ 性別は？

自覚症状のある方は、早急に医療機
関を受診し、医師に相談しましょう。

町の検診には該当するものがありません。

※子宮がん・乳がん検診は、２年に１回の隔年受診です。

　現在、日本の死因第１位は悪性新生物、いわゆる「がん」です。石井町でも
同様にがんが死因のトップになっています。がんは、生活習慣病の改善によっ
て予防することができます。しかし、完全に予防することは不可能なので、定
期的な検診を受け、早期発見につとめることが重要です。

　石井町でも、がんの早期発見のために各種がん検診を実施していますが、みなさんはご自分が受けられる
検診をご存知ですか？下記のフローチャートを参考にして、受けられる検診がある方は、この機会にぜひ受
診してください。

子宮がん検診
受けられる検診

胃がん検診
結核・肺がん検診
大腸がん検診
前立腺がん検診

受けられる検診

胃がん、結核・肺がん、大腸がん、子宮がん、乳がん検診
受けられる検診

はいはい
いいえいいえ

40歳以上

20 ～ 39 歳

女性

女性

男性

男性

健康
メモ

●問 保健センター　☎674－0001

◆
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
と
は

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り

を
し
て
も
ら
う
た
め
、
各
種
健
康
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
や
日
々
の
目
標
達
成
な
ど
を

ポ
イ
ン
ト
化
し
、
記
念
品
と
交
換
す
る
も

の
で
す
。

◆
対
象
者

　
町
内
在
住
の
方
（
年
齢
制
限
な
し
）

◆
対
象
期
間

　
平
成
　
年
４
月
１
日
～

２４

　
　
　
　
　
　
　
平
成
　
年
３
月
　
日

２５

３１

◆
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
配
布
場
所

　
役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館

及
び
各
分
館

◆
応
募
の
種
類

①
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
に
参
加
し
て
、
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
。

②
日
々
の
目
標
を
立
て
１
日
達
成
す
る

と
、
１
ポ
イ
ン
ト
。

③
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
と
日
々
の
目
標
の

両
方
で
、　
ポ
イ
ン
ト
。

３０

〔
例
…
ス
タ
ン
プ
１
つ
（
　
ポ
イ
ン
ト
）

１０

と
日
々
の
目
標
を
　
日
達
成
な
ど
〕

２０

◆
応
募
方
法

　
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
　
ポ
イ
ン
ト
を

３０

集
め
て
、
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に
応

２５

３１

募
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康
グ
ッ
ズ
な
ど
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
応
募
は
一
人
一

回
ま
で
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。）

※
詳
し
く
は
、
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
ま
た

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
６
７
４
・
０
０
０
１

平平
成成
　
年年
度度

２２４４

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業業

【表①】　各種検診日程

胃がん検診
結核・肺がん検診
大腸がん検診

検診内容

午前８時３０分～１１時受付時間
無料費用
受診券、ボールペン、健
康手帳（お持ちの方のみ）持参品

実施場所実施日
高川原分館５月２４日（木）
保健センター　　２８日（月）
藍畑分館６月４日（月）
浦庄分館　　１２日（火）
保健センター　　１７日（日）
高原分館　　２１日（木）
高川原分館　　２５日（月）
藍畑分館７月５日（木）



第１６６号 広 報 い し い （１２）平成２４年５月１５日

中央公民館で県内の外国語指導助手の先
生たちが、徳島が舞台の英語ミュージカ
ル「美女と野獣」を熱演しました。

　　英語ミュージカル

前山公園グラウンドで開催され、参加者
約230人がマラソンやウォーキングで心
地よい汗を流しました。

　　　町民マラソン・ウォーク大会

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

石井小学校は、児童602名と地域の協力者に
より集まったプルタブやアルミ缶約800kg
の収益金で購入した車いす２台を石井町社
会福祉協議会へ寄贈しました。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
人

気
の
前
山
林
道
。
そ
の
環
境
美
化
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
里
山
を
美
し

く
す
る
会
」
の
み
な
さ
ん
は
、
月
に
一

度
路
面
や
側
溝
の
落
葉
掃
除
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
早
朝
か

ら
、
山
上
（
展
望
広
場
）
の
花
壇
に
花

を
植
え
る
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
代
表
の
川
端
さ
ん
は
、「
前
山

林
道
の
美
し
い
風
景
を
こ
れ
か
ら
も

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

前
山
林
道
を
美
し
く

今回で6台目となる浦庄小学校では、児童173
名と保護者・地域の協力者からアルミ缶約
386kgを回収し、藍畑小学校では、児童149名
などからプルタブやアルミ缶約539kgを回収
し、その収益金で購入した車いす1台ずつを石
井町社会福祉協議会へ寄贈しました。

　
　
浦
庄
小
学
校
・
藍
畑
小
学
校

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいしししししししししししししししししししししいしいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
スススススススススススススススススススススナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッスナッププププププププププププププププププププププ

ア
ル
ミ
缶
回
収
活
動
で
車
い
す
寄
贈

3
3

3
3

3
5

　
　
石
井
小
学
校

3
9

3
6

　高原地区自主防災組織連絡会のメンバ
ー２０名が、地域の危険箇所や避難場所な
どを約３カ月かけて調査し、災害時に活
用できる防災マップを作成。「とくしま
防災マップコンクール」で見事入選しま
した。

とくしま防災マップ

コンクール入選

高原地区自主防災組織連絡会

3
２４



（１３） 平成２４年５月１５日　第１６６号広 報 い し い

飯尾川公園を出発し、4㎞と6㎞のコー
スに分かれて、200人余りの参加者が
ウォーキングを楽しみました。

　　　　第２回いしい健康ウォーキング大会

いのちと尊厳、健康を守る赤十字活動
への関心を高めるため、石井町水道課
事務所敷地内に看板が設置されまし
た。

　　　　赤十字看板設置　除幕式

農業振興を通じて地域の活性化につ
ながる事業に取り組んでいる「モクモ
ク手づくりファーム」（三重県伊賀市）
等において、農業委員会等が視察研修
を実施しました。

　　とくしまマラソン2012 　　　　アミコビル地下１階「とくしま旅づくりネット」オープン！

　
　
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た

１００
み
な
さ
ん
に
、
県
と
町
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
祝
い
状
と
祝
い
金
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
お

元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
歳
お
め
で
と
う

１００

ご
ざ
い
ま
す
‼

清
重
ミ
キ
ヱ
さ
ん（
石
井
）

明
治
　
年
３
月
　
日
生

４５

３０

「モクモク手づくりファーム」等
視察研修～

第5回記念大会として、過去最多の9，525
人が参加。悪天候のなか、力走するラン
ナーに、ボランティアの方々による温か
いおもてなしや沿道で応援する人々から
熱い声援がおくられました。

12市町村（石井町、徳島市、小松島市、勝浦町、上勝町、佐那河内村、神山町、
松茂町、北島町、藍住町、板野町、上板町）で構成する徳島東部地域体験観光市
町村連絡協議会により開設された施設で、12市町村の様々な観光情報を1カ所で
提供できるようになりました。

4月8日には、名西交通安全協会や交通
安全母の会などが参加し、フジグラン
石井で街頭キャンペーンが行われまし
た。

　　　　　　　　　　　春の全国交通安全運動

石井ボランティアあすなろ会メンバー
の古田さんと鈴江さんが、かわいい「ふ
じっこちゃん」のかかしを作ってくだ
さいました。（役場正面玄関に展示中）

　　　　ふじっこちゃんのかかしが完成

飯泉県知事をはじめ約130人の参加者
が、前山林道を歩き、太極拳などのア
トラクションも楽しみました。（NPO
法人四季の会主催）

　　桜ウォーキング2012

徳島東部広域観光・物産案内拠点施設
「とくしま旅づくりネット」
所在地　アミコビル地下１階
　　　　（徳島市元町１丁目２４番地）
営業時間　９:００～１９:３０（元日除く）
内　容　観光・宿泊案内、
　　　　１２市町村の特産品販売など
お問い合わせ先　☎635－9002

3
２５

3
２１

2
２７

2
２８

～4
6

4
１５

4
4

4
1

4
２２

4
２０

〈オープニングセレモニーの様子〉

野
村
與
三
一
さ
ん（
石
井
）

明
治
　
年
４
月
　
日
生

４５

２０



第１６６号 広 報 い し い （１４）平成２４年５月１５日

　平成24年４月から、エフエム徳島の
ラジオ番組「スマイル・モーニング」
内のコーナー「フレッシュタウン」で、
町内外の方に広報・周知を行うため、
石井町からのお知らせやイベント情報
を発信しています。

◆放送日時　「フレッシュタウン」
毎月第１・３金曜日の午前９時２０分頃～

◆周波数　徳島 80.7MHz　池田 82.3MHz

イ　ラ　ス　ト　紹　介

子隅絵莉さん（高川原）上地茉莉さん（石井） 柴田優梨さん（高畑）
みんなの
ページだよ！

エフエム徳島「フレッシュタウン」で
石井町の新鮮な情報を発信！

　わくわく観光情報課　☎ ６７４－１１３７

さくら保育園であそぼう！

遠藤達郎さん（城ノ内）の写真投稿 〈前山公園の桜〉

　４月から、婚姻届や出生届の届け出をされた方（町内在住者に限る）に、
石井町イメージキャラクターふじっこちゃんの缶バッジをプレゼントし
ています。さらに、ハート付きの缶バッジを引き当てると、ふじっこちゃ
んのぬいぐるみをプレゼントします。
　わくわく観光情報課　☎６７４－１１３７

平成２４年度ふじっこちゃんＰＲ事業平成２４年度ふじっこちゃんＰＲ事業

保護者の方々もお子さまと一緒に保育園で遊んでみませんか？
育児相談日や保護者の方がリフレッシュできる日もあります。
まずは、遊びに来てくださいね。
◆日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後４時
　さくら保育園地域子育て支援センター型拠点事業　☎６７５－０９８０

問

問

ぬいぐるみ
プレゼント第２号♪

　大久保　真桜ちゃん（重松）
（父　雄介さん・母　愛里さんの次女）

ま お

　大久保　真桜ちゃん（重松）
（父　雄介さん・母　愛里さんの次女）

ま お

問
ぬいぐるみ

プレゼント第２号♪

　田中　凜音ちゃん（高川原）
（父　一也さん・母　由美さんの長女）

り お

ぬいぐるみ
プレゼント第１号♪



（１５） 平成２４年５月１５日　第１６６号広 報 い し い

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

３
・
　
体
験
談
に
胸
せ
ま
り
希
望
の
ひ
か
り
復
興
い
の
り
て
 　
　
　
　
 井
上
　
澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

１１

寒
椿
寒
さ
に
耐
え
て
凛
と
咲
き
春
の
到
来
待
つ
よ
う
に
 　
　
　
　
　
　
 吉
岡
　
悦
子
さ
ん
（
　
関
　
）

農
に
生
き
し
大
地
の
恵
み
育
み
て
姉
よ
り
先
に
逝
っ
た
弟
よ
 　
　
　
　
 松
島
　
秀
子
さ
ん
（
石
　
井
）

三
人
姉
妹
お
世
話
に
成
っ
た
學
窓
も
今
日
で
お
別
れ
次
代
く
る
ま
で
 　
 山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

サ
ウ
ナ
風
呂
汗
を
流
し
つ
ス
ト
レ
ス
も
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
健
康
管
理
 　
 長
野
　
文
夫
さ
ん
（
桑
　
島
）

花
だ
よ
り
野
山
に
里
に
咲
き
ほ
こ
る
花
を
な
が
め
て
幸
せ
気
分
 　
　
　
 中
山
　
幸
子
さ
ん
（
　
関
　
）

桜
花
す
て
き
な
出
会
い
願
い
つ
つ
お
み
く
じ
結
ぶ
高
い
枝
先
 　
　
　
　
 中
川
美
智
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

合
唱
の
妙
な
る
調
べ
流
れ
き
て
満
堂
し
い
ん
と
酔
ひ
痴
る
る
な
り
 　
　
 阿
部
　
敏
弘
さ
ん
（
石
　
井
）

夢
の
様
に
年
月
し
ぎ
し
老
い
行
く
我
が
仰
ぐ
星
空
幾
と
せ
拝
む
る
 　
　
 桑
村
千
代
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

遠
き
日
の
征
旅
の
別
れ
滲
ま
せ
て
白
木
蓮
は
宵
闇
に
浮
く
 　
　
　
　
　
 井
内
　
斐
子
さ
ん
（
天
　
神
）

桜
咲
く
春
ら
ん
ま
ん
の
我
家
か
な
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 喜
多
　
　
盛
さ
ん
（
石
　
井
）

初
孫
の
端
午
の
節
句
こ
い
の
ぼ
り
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 遠
藤
　
達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）

葱
坊
主
音
符
の
よ
う
に
踊
っ
て
る
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 多
田
　
文
子
さ
ん
（
平
　
島
）

黒
髪
も
ゆ
れ
て
楽
し
い
始
発
駅
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 泉
　
　
史
子
さ
ん
（
下
　
浦
）

遊
山
箱
下
げ
た
婆
さ
ん
幼
な
顔
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 宮
崎
　
員
正
さ
ん
（
高
　
畑
）

喜
寿
迎
え
過
去
の
思
い
出
悔
は
無
い
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 遠
藤
　
藤
恵
さ
ん
（
城
ノ
内
）

あ
な
た
は
矢
切
り
わ
た
し
は
見
切
り
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 石
黒
　
裕
人
さ
ん
（
竜
　
王
）

泣
き
も
せ
ず
け
ん
か
も
し
な
い
写
真
の
孫
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 河
野
　
康
子
さ
ん
（
高
川
原
）

今
日
か
ら

　
　
ぼ
く
も
五
年
生
‼

新
し
い
ク
ラ
ス

　
　
楽
し
み
だ
な
ぁ

●
ハ
ガ
キ
で

　
◆
広
報
ク
イ
ズ

　
◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　
◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　
◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　
◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　
◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
、
か
わ
い
い

ペ
ッ
ト
紹
介
な
ど
（
写
真
に

コ
メ
ン
ト
も
添
え
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
）

　
◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年

齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら
ず

書
い
て
郵
便
で
お
送
り
下
さ
い
。

　
な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
下
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

〒７７９－３２９５

高
川
原
字
高
川
原
一
二
一
―
一

石
井
町
役
場

　
　
　
　「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

※３月号の答え「①１７②２」　３月号の当選者は次のとおりです《敬称略》。おめでとうございます！
寒川明奈（石井）、長野文夫（桑島）、綱木陽子（西覚円）、石川真佑（第十）、河野康子（高川原）　　
３月号の応募総数は７２通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

　○に入る数字や言葉は何でしょう？
［問１］　平成２４年度石井町一般会計当初予算の総額は、○○億8,900万円
［問２］　今号の広報いしいから、「石井町の○○財と伝承」の新連載がスタート
　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により６月１５日（金）役場必
着でご応募ください。
　抽選で５名の方に１,０００円の図書カードを進呈します。

図書カードを当てよう！広報クイ図書カードを当てよう！広報クイズズ
※記入例　

【問１】○○億
【問２】○○財
住所・氏名（フリガナ）・
年齢（または学年）、広報へ
のご意見・ご感想など

石井小５年生の作品
タイトル：はりきりすぎた…。

こ
こ
だ
‼

友
達
た
く
さ
ん

作
る
ぞ

年1組

何
か
知
ら
な
い
子

ば
か
り
だ
な

こ
こ
四
年
生
の

ク
ラ
ス
だ
よ

ま
、
ま
ち
が
え
た

4年 1組

新コーナー!新コーナー!!!
○○●●４コマ漫画投４コマ漫画投稿稿●●○○



第１６６号 広 報 い し い （１６）平成２４年５月１５日

発行／石井町　編集／わくわく観光情報課　印刷／板東印刷

石井駅の外観

藤のデザインの

街路灯

　石井駅前の商業の活性化を目的とし、石井駅舎内待合室をＪＲ四国より借り受け内装の改修が行わ
れました。この改修は、財団法人自治総合センターの助成金（宝くじの社会貢献広報事業）を活用す
ることにより石井町が「活力ある商店街づくり推進事業」として施工しました。
　待合室では徳島県産木材及びＬＥＤ照明灯を設置し、ＡＶ機器により商店街及び観光ＰＲビデオが
放映されます。その他、観光パネル及びパンフレットラック等が設置され、今後は商店街と人をつな
ぐ交流スペースとして活用されることとなります。また、駅舎前にはＬＥＤ街路灯が設置され、石井
駅を中心とした商業の活性化に期待が寄せられています。

改修された石井駅待合室

　リニューアル！　石井駅待合室

　
石
井
町
に
は
、
国
・
県
・
町
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で

二
十
八
件
に
の
ぼ
る
文
化
財
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
以
外

に
も
多
く
の
歴
史
遺
産
が
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に

の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。本
連
載
で
は
、石
井
町
の
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
文
化
財
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
伝
承
と
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
石
井
町
の
伝
承
に
つ
い
て
は
元
石
井
町
文
化
財
保

護
審
議
委
員
の
故
上
田
利
夫
先
生
の
労
作
『
い
し
い
乃
昔
話

　
藍
と
農
業
史
』
お
よ
び
続
編
二
冊
に
全
面
的
に
依
拠
し
て

い
ま
す
。
謹
ん
で
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
第
一
回
目
と
な
る
今
回
は
、
石
井
町
の
浦
庄
は
下

浦
に
あ
る
 五
  輪
  塔
 を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
 り
ん
 と
う

　
浦
庄
小
学
校
の
南
西
、
麻
名
用
水
に
沿
っ
て
西
に
向
か
う

と
、「
お
 霊
  藪
 」
の

た
ま
 や
ぶ

 標
 
ひ
ょ
う

 柱
 と
「
を
た
ま
や
は
し
」
と
刻
ま
れ
た

ち
ゅ
う

石
碑
が
立
つ
、
用
水
を
南
に
渡
っ
て
山
へ
入
る
道
が
目
に
は

い
り
ま
す
。
橋
を
わ
た
り
、
山
道
を
右
手
に
行
く
と
、「
 御
  霊
 

お
 た
ま

 社
 」
の
石
碑
と
と
も
に
、
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る
五

し
ゃ輪

塔
が
二
つ
並
ん
で
い
ま
す
。
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に

立
て
ら
れ
た
御
霊
社
石
碑
に
よ
る
と
、
五
輪
塔
は
 建
  武
 二

け
ん
 む

（
一
三
三
五
）
年
に
 北
 
ほ
う

 条
 
じ
ょ
う

 義
  政
 の
指
示
で
麻
の
 曼
  荼
  羅
 を
織

よ
し
 ま
さ
 

ま
ん
 だ
 
ら

り
朝
廷
に
献
上

し
た
夫
婦
の
墓

と
の
こ
と
で
、

地
元
の
伝
承
で

は
、
妻
の
「
お

た
ま
」
が
天
皇

の
即
位
式
に
使

う
 忌
  部
 の
白
絹

い
ん
 べ

を
こ
の
付
近
で

織
っ
て
お
り
、「
御
霊
社
」「
お
霊
藪
」
の
名
前
も
そ
の
故
事

に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
石
碑
の
内
容
を
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
名

前
が
出
て
く
る
北
条
義
政
は
、 文
  永
 一
〇
（
一
二
七
三
）
年

ぶ
ん
 え
い

か
ら
 建
  治
 三
（
一
二
七
七
）
年
ま
で
鎌
倉
幕
府
の
執
権
に
次

け
ん
 じ

ぐ
地
位
で
あ
る
 連
  署
 を
務
め
た
人
で
す
が
、 弘
  安
 四
（
一
二

れ
ん
 し
ょ
 

こ
う
 あ
ん

八
二
）
年
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
石
碑
に
み
え
る
建
武
二
年

の
年
号
と
あ
い
ま
せ
ん
。 石
  川
 

い
し
 か
わ

 重
 
じ
ゅ
う

 平
 氏
は
こ
れ
を
建
治
二

へ
い

（
一
二
七
六
）
年
の
誤
認
で
は
な
い
か
と
し
、
個
人
蔵
の
古

文
書
「
鎌
倉
 判
  物
 」
に
み
え
る
「
北
条
義
政
」「
建
治
二
年
」

は
ん
 も
つ

の
表
記
と
の
一
致
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、 田
  中
 

た
 な
か

 省
 
し
ょ
う

 造
 氏
は
奈
良
の
 当
  麻
  寺
 に
ま
つ
わ
る

ぞ
う
 

た
い
 ま
 で
ら

「
 建
  保
  曼
  荼
  羅
 」
の
物
語
を
今
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
こ

け
ん
 ぽ
う
 ま
ん
 だ
 
ら

の
五
輪
塔
に
注
目
し
て
い
ま
す
。「
建
保
曼
荼
羅
」
と
は
、
鎌

倉
時
代
、
当
麻
寺
に
あ
っ
た
貴
重
な
曼
荼
羅
が
傷
ん
で
き
た

た
め
に
、
建
保
三
（
一
二
一
五
）
年
か
ら
二
年
間
か
け
て
新

し
く
写
し
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
使
わ
れ
た
の
が
、

当
時
荘
園「
浦
荘
」が
産
し
た
絹
織
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
写
本
の
原
本
と
な
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曼
荼
羅
は
現
在
ま

で
の
こ
っ
て
お
り
、「
 綴
 
つ
づ
れ

 織
  当
  麻
  曼
  荼
  羅
  図
 」
と
し
て
国
宝
に

お
り
 た
い
 ま
 ま
ん
 だ
 
ら
 
ず

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
浦
庄
産
の
絹
が
使
わ
れ
た
建
保
写

本
は
残
念
な
が
ら
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
伝
わ
っ
て
い
る
年
号
が
矛
盾
す
る
た
め
に
、
お
霊
藪
の
伝

承
が
過
去
に
あ
っ
た
歴
史
的
事
実
そ
の
も
の
で
あ
る
と
は
考

え
に
く
く
、
お
そ
ら
く
は
「
建
武
」「
建
治
」「
建
保
」
と
よ

く
似
た
名
前
の
年
号
が
、
現
代
ま
で
語
り
継
が
れ
る
う
ち
に

混
同
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。「
お
た
ま
」さ
ん
な
る
人

物
に
つ
い
て
も
詳
細
は
も
ち
ろ
ん
、
実
在
す
ら
不
明
で
す

が
、
浦
庄
に
お
け
る
織
物
技
術
へ
の
思
い
を
託
さ
れ
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
主
役
に
な
っ
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
機
会
が
あ
れ
ば
、
の
こ
さ
れ
た
五
輪
塔
と
伝
承
碑
を
通
じ

て
、
浦
庄
の
人
た
ち
の
織
物
へ
の
誇
り
に
み
な
さ
ん
も
触
れ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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